
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

発
行
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
、
徒
（
い
た
ず
ら
）
に
時

を
過
ご
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

昨
日
は
、
二
十
四

節
季
（
せ
っ
き
）
の
ひ
と
つ
で
、
春
の
季
節
の
中
で

最
後
の
節
季
で
も
あ
る
、
穀
雨
（
こ
く
う
）
で
し
た
。 

 

春
雨
が
降
っ
て
百
穀
（
ひ
ゃ
っ
こ
く
）、
い
ろ
い
ろ

の
穀
物
を
潤
（
う
る
お
）
す
と
い
う
意
味
で
す
。 
今

日
は
、
ま
さ
に
、
春
雨
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
二
十

八
年
熊
本
地
震
の
被
災
地
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
辛

く
悲
し
い
雨
模
様
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

私
の
故
郷

で
あ
る
熊
本
で
の
激
甚
（
げ
き
じ
ん
）
災
害
、
見
慣

れ
た
光
景
が
、
一
夜
に
し
て
過
酷
（
か
こ
く
）
な
姿

に
豹
変
（
ひ
ょ
う
へ
ん
）
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
震
度
四
と
い
う
揺
れ
を
経
験
し
た
こ
と
も
、
ご
く

稀
（
ま
れ
）
な
私
共
、
就
寝
時
間
帯
に
、
二
夜
連
続

で
幾
度
と
な
く
激
し
い
揺
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

そ
れ
だ
け
で
も
、
不
安
で
恐
怖
に
お
の
の
き
、
眠
れ

な
い
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

被
災
地
の
方
々
の
肉

体
的
精
神
的
な
ご
負
担
、
も
う
す
で
に
、
極
限
（
き

ょ
く
げ
ん
）
の
状
態
を
超
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

災
害
関
連
死
の
こ
と
も
報

じ 
    

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
刻
も
早
い
復
興
支
援
を
願

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

私
共
も
、 

｢

想
定
外｣

と
い
文
言
は
、
葦
舟
（
あ
し
ぶ
ね
）
に
乗
せ
て
流
し

て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
起
こ
り
う
る

激
甚
災
害
に
、「
備
え
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
さ
せ
れ
ま
し
た
。 

五
年
前
の
東
日
本
大
震

災
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
度
重
な
る
自
然
災
害
の

前
に
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
方
々
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
事
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

む
し
ろ
、

教
え
導
か
れ
つ
つ
、「
減
災
」
の
道
筋
を
歩
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

◇
社
報
「
産
土
」
第
五
十
号
の
巻
頭
言
に
も
記
述
し
ま

し
た
が
、
わ
が
国
は
、
今
年
、
中
国
、
そ
し
て
、
不
安

定
な
金
融
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
、
天
変
地
異
と
い
う
三

つ
の
リ
ス
ク
へ
の
備
え
が
必
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。 

中
国
の
経
済
成
長
が
減
速
し
て
い
し
ま
す
し
、
南
シ
ナ

海
な
ど
安
全
保
障
面
で
の
リ
ス
ク
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

金
融
が
、
世
界
の
実
態
経
済
を
揺
る
が
す

度
合
い
が
、
極
め
て
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

も
う

す
で
に
、
現
在
進
行
形
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
二
つ
の

リ
ス
ク
へ
の
備
え
は
、
政
府
の
洞
察
力
の
あ
る
外
交
や

経
済
金
融
政
策
に
委
ね
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か

し
、
人
知
で
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
の
が
、
三
つ

め
の
リ
ス
ク
で
あ
る
天
変
地
異
で
す
。 

前
述
（
ぜ
ん

じ
ゅ
つ
）
し
た
熊
本
地
震
も
そ
う
で
す
が
、
南
関
東
や

東
海
で
の
巨
大
地
震
は
、
い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は

な
い
そ
う
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
火
山
の
噴
火
や
天
候

不
順
に
よ
る
風
水
害
も
増
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
天

変
地
の
リ
ス
ク
は
、
前
述
の
二
つ
の
リ
ス
ク
が
、
外
交

上
の
安
全
保
障
と
す
る
な
ら
ば
、
内
な
る
安
全
保
障
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。 

昨
今
は
、
テ
ロ
へ
の
備
え
も
必

要
で
す
。 

防
災
や
減
災
等
、
国
を
挙
げ
て
、
地
域
住

民
の
力
を
結
集
し
、
大
難
（
だ
い
な
ん
）
は
小
難
（
し

ょ
う
な
ん
）
に
、
小
難
は
無
難
に
す
る
努
力
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

◇
津
田
塾
大
学
教
授
で
、
疫
（
え
き
）
学
者
の
三
砂
（

み
さ
ご
）
ち
づ
る
さ
ん
は
、
「
女
が
女
に
な
る
こ
と
」

の
著
作
の
な
か
で
、
「
我
々
は
、
単
独
で
こ
の
世
に
存

在
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
つ
な
が
り
の
う
ち
に
、
こ

の
自
然
の
中
で
、
許
さ
れ
て
あ
り
、
生
か
さ
れ
て
い
る

。 

何
か
大
き
な
存
在
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る

」
と
、
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

三
砂
教
授
の
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
大
き
な
存
在
の
一
部
で
あ
る
私
共
は
、
自
分

の
命
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
、
も
っ
と
も
っ
と
謙
虚
に

向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

今
あ
る
命
に
感
謝
を

し
て
、
自
然
を
大
切
に
、
人
々
の
交
流
を
大
事
に
暮
ら

す
、
共
に
生
き
る
の
で
す
。 

そ
し
て
、
明
る
い
前
向

き
な
気
持
ち
を
も
っ
て
、
日
々
を
楽
し
み
つ
つ
、
新
し

い
も
の
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
、
共
に
生
む
の
で
す
。 
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共
に
生
き
、
共
に
生
む
、
共
生
の
生
活
こ
そ
が
、
危
機

へ
の
備
え
で
も
あ
り
、
共
存
共
栄
の
道
の
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

宮
司
プ
レ
ス
七
十
三
号
に
も
掲
載
し

ま
し
た
が
、
富
小
路
禎
子
（
と
み
の
こ
う
じ
よ
し
こ

）
と
い
う
歌
人
（
か
じ
ん
）
は
、
「
服
あ
ふ
れ 

靴

（
く
つ
）
あ
ふ
れ 
籠
（
か
ご
）
に
パ
ン
あ
ふ
れ 

足

る
を
知
ら
ざ
る 

国
と
成
り
果
つ
」
と
詠
ま
れ
て
い

ま
す
。 

こ
の
「
足
る
を
知
る
」
生
活
を
取
り
戻
す

こ
と
こ
そ
が
、
共
生
の
生
活
で
あ
り
、
被
災
地
の
方

々
を
救
う
、
私
た
ち
が
で
き
る
一
つ
の
手
立
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

◇
三
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
海
上
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
艇
「
し
ら
た
か
」
参
拝 

 

＊
三
月
四
日 

 
 
 
 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
三
月
十
日 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 

＊
三
月
十
五
日 

 
 ▼
春
季
祖
霊
祭 

＊
三
月
二
十
日 

 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方
の
合
同
の
祖
霊
祭
、
終

了
後
、
宮
司
よ
り
記
念
講
演 

 
 

 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

▼
富
田
井
戸
開
鑿
（
か
い
さ
く
）
百
年
祭 

▼
海
上
自
衛
隊
敷
設
艦
む
ろ
と
参
拝 

 

＊
三
月
三
十
日 

 
 
 
 

 

◇
三
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
監
査
会 

＊
三
月
二
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
三
月
七
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
三
月
例
会 

＊
三
月
十
五
日 

 
 

◇
神
道
会
総
会 

＊
三
月
二
十
日 

 
 

◇
神
道
会
会
員
へ
祖
霊
祭
の
粗
品
配
布 

 
 

◇
奉
納
と
こ
わ
か
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
世
話
人
会 

 
 
 

＊
三
月
二
十
六
日 

 
 

◇
維
蘇
志
会
会
計
監
査
会
、
役
員
会 

 

＊
三
月
三
十
一
日 

 

＊
二
月
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
神
職
大
会 

＊
三
月
三
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
祭
式
研
修
会 

＊
三
月
八
日
～
九
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
祈
年
祭
、
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
会
議 

＊
三
月
十
六
日 

◇
白
崎
神
社
池
田
宮
司
葬
儀
参
列 

＊
三
月
十
七
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
施
設
慰
問 

＊
三
月
十
七
日 

◇
支
部
神
宮
大
麻
頒
布
終
了
祭
、
支
部
研
修 

＊
三
月
二
十
二
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
臨
時
協
議
員
会 

 

＊
三
月
二
十
五
日 

 

＊
二
月
十
三
日 

◇
山
口
県
教
化
講
師
会
講
演
講
師
養
成
研
修
会 

 

＊
三
月
二
十
八
日 

 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 

◇
釈
放
前
指
導 

＊
三
月
九
日 

 

◇
集
合
教
誨
男
子 

＊
三
月
十
四
日 

◇
集
合
教
誨
女
子 

＊
三
月
二
十
八
日 

▼
そ
の
他 

 

◇
経
友
会
支
部
長
幹
事
会 

＊
三
月
十
一
日 

 

◇
社
会
福
祉
法
人
あ
ー
す
評
議
員
会 

 

＊
三
月
十
八
日 

 
 

◇
下
関
文
化
講
座
「
ら
く
ー
ざ
」
に
出
講 

 
 
 

※
西
嶋
院
首
、
ト
ニ
ー
牧
師
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン 

 
 
 
 

＊
三
月
二
十
七
日 

 
 


